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衆
議
院
議
員
北
川
れ
ん
子
君
提
出
公
共
事
業
体
が
発
注
す
る
事
業
に
お
け
る
最
低
賃
金
並
び
に
社
会
保
険
に
関
す
る
質

問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
・
清
掃
・
警
備
等
の
入
札
」
を
含
め
、
普
通
地
方
公
共
団
体
が
一
般
競
争
入
札
に
よ
り

工
事
又
は
製
造
そ
の
他
に
つ
い
て
の
請
負
の
契
約
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二

年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
三
十
四
条
第
三
項
た
だ
し
書
及
び
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）

第
百
六
十
七
条
の
十
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
最
低
制
限
価
格
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
最

低
制
限
価
格
は
、
普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
が
当
該
契
約
の
内
容
に
適
合
し
た
履
行
を
確
保
す
る
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と

認
め
る
と
き
に
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
最

低
制
限
価
格
の
水
準
に
つ
い
て
は
、
普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
が
個
々
の
契
約
の
内
容
に
応
じ
て
適
切
に
設
定
す
べ
き
も
の

で
あ
る
と
考
え
る
。

な
お
、
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七
年
政
令
第
三
百
七
十
二

号
）
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
調
達
契
約
に
つ
い
て
は
、
同
令
第
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
地
方
自
治
法
施
行
令
第
百
六
十
七
条

一



の
十
第
二
項
の
規
定
は
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
最
低
制
限
価
格
を
設
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

健
康
保
険
及
び
厚
生
年
金
保
険
（
以
下
「
社
会
保
険
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
、
法
人
事
業
所
で
常
時
従
業
員
を
使
用

す
る
も
の
及
び
所
定
の
事
業
を
行
う
個
人
の
事
業
所
で
常
時
五
人
以
上
の
従
業
員
を
使
用
す
る
も
の
が
、
適
用
事
業
所
と
な

る
。社

会
保
険
の
適
用
事
業
所
と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
事
業
所
の
事
業
主
が
そ
の
旨
の
届
出
を
行
わ
な
い
場
合
は
、

十
万
円
以
下
の
過
料
に
処
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
健
康
保
険
の
適
用
事
業
所
の
事
業
主
が
被
保
険
者
の
資
格
の
取
得
等
に
関
す

る
事
項
を
届
け
出
て
い
な
い
場
合
は
、
六
月
以
下
の
懲
役
又
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
さ
れ
、
ま
た
、
厚
生
年
金
保
険

の
適
用
事
業
所
の
事
業
主
が
被
保
険
者
の
資
格
の
取
得
等
に
関
す
る
事
項
を
届
け
出
て
い
な
い
場
合
は
、
六
月
以
下
の
懲
役

又
は
二
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
さ
れ
る
。

労
働
者
災
害
補
償
保
険
及
び
雇
用
保
険
（
以
下
「
労
働
保
険
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
、
農
林
水
産
業
の
一
部
を
除
き
、

労
働
者
を
雇
用
す
る
事
業
は
す
べ
て
適
用
事
業
と
な
る
。

二



労
働
保
険
の
適
用
事
業
の
事
業
主
は
、
保
険
関
係
の
成
立
の
届
出
義
務
が
課
さ
れ
て
い
る
が
、
当
該
届
出
を
行
っ
て
い
な

い
場
合
を
含
め
、
当
該
事
業
主
が
労
働
保
険
料
を
納
付
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
納
付
し
な
か
っ
た
労
働
保
険
料
の
ほ
か
、

そ
の
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
追
徴
金
と
し
て
徴
収
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
労
働
者
災
害
補
償
保
険
に
お
い
て
は
、
事
業

主
が
故
意
又
は
重
過
失
に
よ
り
保
険
関
係
の
成
立
の
届
出
等
を
行
っ
て
い
な
い
期
間
中
に
事
故
が
生
じ
保
険
給
付
が
な
さ
れ

た
場
合
に
は
、
事
業
主
か
ら
、
労
働
保
険
料
の
ほ
か
保
険
給
付
に
要
し
た
費
用
の
一
部
を
徴
収
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
さ

ら
に
、
雇
用
保
険
に
お
い
て
は
、
事
業
主
が
被
保
険
者
の
資
格
の
取
得
等
に
関
す
る
事
項
を
届
け
出
て
い
な
い
場
合
は
、
六

月
以
下
の
懲
役
又
は
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
さ
れ
る
。

政
府
と
し
て
は
、
公
共
事
業
体
が
発
注
す
る
事
業
に
参
加
す
る
事
業
所
で
あ
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
事
業

所
に
つ
い
て
、
今
後
と
も
社
会
保
険
及
び
労
働
保
険
の
適
用
の
適
正
化
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

三
に
つ
い
て

普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
は
、
地
方
自
治
法
施
行
令
第
百
六
十
七
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
令
第
百
六
十
七
条

の
四
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
一
般
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
と
し
て
、
あ
ら
か
じ

め
、
契
約
の
種
類
及
び
金
額
に
応
じ
、
経
営
の
規
模
及
び
状
況
を
要
件
と
す
る
資
格
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ

三



て
い
る
。
ま
た
、
同
令
第
百
七
十
三
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
令
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
総
務
省
令
に
規
定
す
る
も
の
を

除
く
ほ
か
、
普
通
地
方
公
共
団
体
の
財
務
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
当
該
普
通
地
方
公
共
団
体
の
規
則
で
こ
れ
を
定
め
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
社
会
保
険
又
は
労
働
保
険
に
加
入
し
て
い
る
こ
と
は
、
同
令
第
百
六
十
七
条
の
五
第
一

項
の
「
経
営
の
状
況
」
を
判
断
す
る
た
め
の
要
素
と
な
り
得
る
こ
と
か
ら
、
普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
は
、
必
要
が
あ
る
と

き
は
、
社
会
保
険
又
は
労
働
保
険
に
加
入
し
て
い
る
こ
と
を
条
件
と
す
る
こ
と
を
一
般
競
争
入
札
の
参
加
者
の
資
格
に
関
す

る
事
項
と
し
て
、
規
則
に
よ
り
定
め
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

四


